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挨 拶 ：岡野憲一郎（京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究センター長） 
 















1 人目、明治学院大学教授 野末武義先生。それから、京都教育大学教授 内田利広先生、京都
市教育相談総合センター カウンセリングセンター カウンセラーの鳥井敬子先生です。これか
ら、3 名の先生方に 30 分ずつお話し頂いて、少し休憩をはさみまして、全体での質疑応答と討







































































































































では 3 つ目です。アサーショントレーニングの中で 1 番大事だと考えられているのが、アサーティブ
な自己表現ということです。アサーティブというのは、自分のことも大切にします。相手のことも大切
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松下：よろしいですか？そうしましたら、そろそろ時間になりました。短いご質問でしたら、一つだけ
なら可能と思います。いかがでしょうか？ 
フロア 4：どうもありがとうございます。本当に、色々な自分の関わりなんかを振り返り反省しながら
聞かせていただきました。それで時間が短いので一つだけ。鳥井先生に質問させていただきたい
です。先生が向き合わざるを得ない状況の中で、向き合ってこられた。そのことで、とても、す
ごく勉強になる抱え方を聞かせていただきました。先生はスクールカウンセラーに支えられたと、
何度か言っていただきました。この時先生が向き合われてスクールカウンセラーがどのような支
えをされていたのか、どう役に立っていたのか、その辺をぜひお聞きしたいと思います。特に小
学校で仕事をしていますと、担任の先生が関わるだろうという、そういう文化があります。担任
が、生徒さんと関わり合うときに、スクールカウンセラーはどのように先生方を支えたらいいの
か。そういうところをお聞かせいただきたいです。よろしくお願いします。 
鳥井：ちょっとまとまってお答えできるかわかりませんが、まずスクールカウンセラーの先生は教員を、
その時の先生は教員がやっていることを否定しなかったっていうことはすごくありがたかったな
って思います。自信なくやっているところもたくさんございましたし、失敗して落ち込んでいる
こともたくさんあったのですが、そこを責めなかったっていう部分、すごく支えていただけたか
なと思います。あと、やはり私は教師としての立場から教師としての視点で動いていましたので、
そこで見えていないものっていうのが必ずありましたので、その辺りこぼれ落ちている部分を拾
い上げて伝えてくれたっていうのはすごくありがたかったなと思います。それから、私がうまく
全体に伝えることができない心理学的な視点、全教員にわかりやすく説明してくださったことも
有難かったと思います。あとは、いろんな教員の、これは私に限らずですが、やはり忙しいので、
同時に五つも六つも仕事をこなすような生活なので、自分からスクールカウンセラーさんの方に
声をかけていくっていうのがなかなか後回しになってしまう状況がありましたので、スクールカ
ウンセラーさんの方から声掛けをしにきてくださって、話を聞ける機会というのを設けてくれた
っていうのもありがたかったですし、非常に忙しい仕事ではあるので、ゆっくり話をしようみた
いなスタンスだと思うと逆にストレスになった。そのときに可能な、本当に短ければ 1 分程度、2
分程度でできることを最大限、その状況のなかで選択しながらやってくださったという部分があ
りがたかったなと思います。 
松下：ありがとうございます。それでは時間がまいりましたので、午前の部のシンポジウムをこれにて
閉じさせていただきたいと思います。シンポジストの先生方、ありがとうございました。(拍手) 
